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1. 連結業績の表示は、経常利益が税引前利益、当期利益が当期純利益となります。
2. 当期の単独損益計算書において、従来から「販売費及び一般管理費」に含めて処理してきました販売奨励金等の中には、最近の市場における価格競争の激化によって支出が恒常化したことに伴い、
その取引実態が売上割戻し又は売上値引きの性格を帯び、実質的な販売価格の一部となる傾向が顕著になってきているものがあります。このため、当期より、営業活動に基づく損益の区分をより適
切に表示するため、これらの取引額について、販売費に計上する方法から売上高より控除する方法に変更いたしました。この変更により、従来の方法に比べ、「売上高」は64,971百万円減少いたしま
すが、「販売費及び一般管理費」も同額減少するため、「経常利益」、「当期利益」に与える影響はありません。
3. 当期の連結損益計算書において、当社及び一部の国内連結子会社において厚生年金基金を解散したことに伴う損231億円を営業費用として計上しております。また、為替変動により外貨建
債権の為替決済差額等で前期比△154億円や日本の株式市場低迷等により有価証券の評価損で前期比△94億円などの営業外費用を計上しております。
なお、前期の連結損益計算書において、一過性の有価証券交換益90億円を営業外収益として計上しております。

注）

単位：百万円（1株当たり当期利益は除く）



株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申
し上げます。
さて、平成15年3月期(平成14年4月1日より平成15年3月31日に
至る)における我が国経済は、株価の低迷、デフレの進行などが個
人消費と民間設備投資を下押しし、景気回復の展望が見えないま
ま厳しい状況で推移いたしました。海外におきましては、米国経済は、
前半は比較的堅調に推移いたしましたが、大型企業の倒産などを
契機に後半は企業景況感が悪化し、景気の先行きに懸念が高まっ
ています。欧州経済はユーロ圏で前半には回復の兆しが見えました
が、後半から景気持ち直しの動きが弱まっております。アジア諸国の
経済は、中国では堅調に推移いたしましたが、その他の国々では全
体として緩やかな景気回復傾向を示すにとどまりました。
このような状況下、富士フイルムは、イメージング、インフォメーション、
ドキュメントの各分野で、デジタル・ネットワーク技術を活用したトータ
ルソリューションの提供等、積極的な事業展開を図っております。具
体的には、新技術を搭載したデジタルカメラの新製品の発売、豊富
なデジタルイメージングサービスを提供できるデジタルミニラボ「フロンテ
ィア」の拡販、液晶ディスプレイ用部材の生産能力の増強、新技術を
採用したデジタルカラー複合機の拡販等、事業領域の強化・拡大に
努めました。
当期の売上高は単独で7,954億円、連結では2兆5,057億円とな

りました。利益につきましては、単独の経常利益は934億円、当期利
益は444億円、連結の税引前利益は1,205億円、当期純利益は
485億円となりました。
当期末配当金につきましては、1株当たり12円50銭（当中間配当

金と合わせ25円）に決めさせていただきました。
次に連結売上高の部門別の状況をご説明させていただきます。

イメージングソリューション部門につきましては、カラーフィルムでは、新
技術により高感度かつ優れた粒状性を実現した「FUJICOLOR
SUPERIA Venus」シリーズを国内で新発売し、拡販に努めました。
デジタルカメラは、欧米を中心に売上が大きく伸長し、国内では特に
「FinePix F401」の販売が年間を通して好調に推移しました。本年3
月には、さらなる高画質を実現する「スーパーCCDハニカムIV HR」を
搭載した新製品「FinePix F410」を発売いたしました。ラボ機器で
は、好評のデジタルミニラボ「フロンティア」シリーズの一層の拡販
を図り、デジタルプリントサービスのインフラ整備に努めると同時に、
国内でデジカメプリント体験キャンペーンを実施するなど、写真プ
リント需要の拡大を図っております。また、昨年9月公開買付けに
よりジャスフォート（株）の株式を取得いたしました。今後、写真ビ
ジネスでのさらなるデジタル化を進めてまいります。

インフォメーションソリューション部門につきましては、印刷システム関
連製品では、米国販売会社Enovation Graphic Systems, Inc. を
連結子会社としたことで売上高が増加しました。医療診断用製品で
は、コンパクトなデジタルX線画像診断システム「FCR XG-1」の販売が
堅調に推移するとともに、ドライイメージャー「DRYPIX 7000」と新世代
医用画像情報システム「SYNAPSE」がご好評をいただいております。
産業用材料製品では、「ワイドビューフィルム」「フジタック」等の液晶デ
ィスプレイ用部材が順調に売上を伸ばしました。記録メディア製品で
は、「LTO」等データメディアの販売が好調に推移。新たに「Super
DLTtapeTM I」「LTO Ultrium 2」を発売いたしました。
* LTO、Ultriumは、Hewlett-Packard社、IBM社及びSeagate社の米国及び
その他の国における登録商標です。
* Super DLTtapeは、米国Quantum社の登録商標です。

ドキュメントソリューション部門につきましては、複写機器事業では、
「DocuCentre Color 240 CP」が加わったことでラインアップがさらに
充実したデジタルカラー複合機「DocuCentre Color」シリーズが国内
で引き続き好調な販売を維持するとともに、同シリーズのアジア・太
平洋地域における販売及び欧米への輸出を開始したことで、カラー
機が大幅な伸びを記録しました。情報機器事業では、小型低価格
のA3対応レーザープリンター「DocuPrint 360/260」が販売好調だっ
たことに加え、日本電気（株）から取得したレーザープリンター事業が
本格化したことにより売上増となりました。また、富士通（株）からシス
テム向けプリンター事業を取得し、低速から高速までのプリンター商
品のフルラインアップを実現しました。
当社を取り巻く経営環境は引き続き厳しい状況が続くものとみら

れますが、経営基盤のさらなる強化を図り、先進技術を駆使したトー
タルソリューションの提供を積極的に展開してまいります。また、研究
開発・生産・販売・サービスの強力なネットワークを構築し、富士フイ
ルムグループ一体となって競争力の強化と成長を目指してまいる所
存です。
株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層のご支援、ご鞭

撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成15年6月
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ごあいさつ

取 締 役 会 長

代表取締役社長
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高度な微細化技術でさらに美しく、
自然な画像を実現しました

CCDの多画素数競争は、1画素の大きさを
小さくして同一チップサイズの中により多くの画
素をつくりこむ「微細化」の競争でした。その
結果、解像力は向上しましたが、反面、1画素
の大きさを小さくしたことで、感度やダイナミック
レンジが低下するという問題が発生しました。
富士フイルムの「スーパーCCDハニカム」
は、画素形状を八角形にすること、および

3040（1230万画素））を達成。世界最高水準
の多画素化を実現しました。
第3世代の4倍のダイナミックレンジ
●スーパーCCDハニカムIV  SR

銀塩フィルムのメカニズムに学び、ダイナミッ
クレンジは「第3世代」の4倍に。デジタルカメ
ラの表現力を銀塩フィルムの高性能に近づ
け、ハイライトからシャドー部分まで、なめらかに
描写します。

ジグザグのハニカム配列にすることで、解像
力と感度、ダイナミックレンジなど全ての要素
をバランス良く向上させ、デジタルカメラの
高画質化をリードしています。
第3世代の2倍の多画素化
●スーパーCCDハニカムIV  HR

高度な微細化技術で一挙に「第3世代」の
2倍の多画素化（1/1.7型では総画素数663
万画素、搭載カメラでは記録画素数4048×

デジタルカメラの新たな高画質時代を拓いたキーデバイス「スーパー
CCD ハニカム」をさらに進化させた「第4世代スーパーCCD
ハニカム（HR・SRの2種類）」を開発しました。新CCDを搭載した
新製品「FinePix F410」「FinePix F700」を新発売します。

さらに進化するFUJIFILMのデジタルワールド

C lo seup

明るい部分が白とびせず、豊かな階調表現で
服や花の質感、自然な肌色などを実現

有効画素数310万画素の高画質を実現し、コンパクトボディに光学3倍ズームを搭載
しています。さらに、ボタン一つで簡単に記録画素数、感度、色調などを設定できる
「FinePixフォトモード」を搭載。標準色調（F-スタンダード）、花や風景に最適な鮮や
かな色彩（F-クローム）、黒白写真（F-B&W）の3モードを楽しむことができます。

高感度に加え、広いダイナミックレンジで限りなく銀塩フィルムに近い写真表現を可能
にしました。「FinePixフォトモード」のほか、狙った被写体が動いてもピントを合わせ続
ける「コンティニュアスAF」、画面の49ポイントからオートフォーカスポイントを自由に選
択できる「エリア選択AF」など先進的なAF機能を搭載し、マニュアル撮影もOKです。

1/2.7型スーパーCCDハニカムIV HRを搭載。
より高画質になった

1/1.7型スーパーCCDハニカムIV SRを搭載。
銀塩フィルムの性能に近づいた

第4世代スーパーCCDハニカムを
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■階調表現比較

「FinePix」の
新キャラクターに
上原多香子さんを
起用
上原さんは沖縄出身の人

気グループ「SPEED」のメン
バーとして活躍。解散後も音
楽活動はもちろん、ドラマや
映画、CM等で活躍していま
す。今春から、TVをはじめ新
聞・雑誌・交通広告や店頭ポ
スターなどで上原さんのもつ
新鮮でスタイリッシュなイメ
ージをアピールし、「FinePix」
のさらなる認知度アップと需
要拡大をはかっています。

従来の
デジタルカメラ

FinePix  F700

シーン自動認
識オートホワ
イトバラン
ス＆AE

人物と夜景
を両方きれい
に撮影できる
スローシンク
ロ撮影機能

近接撮影が
可能なマクロ
撮影機能

音声付き動
画撮影

ワイド端（38mm相当） 光学3倍（114mm相当） ハニカムズーム約6.6倍

■3つのFinePixカラー

■光学3倍ズーム

サイクル連写
機能

ネガフィルム スーパーCCDハニカムIV  SR 銀塩フィルムの幅広いダイナミックレ
ンジは、大面積で感度の高いハロ
ゲン化銀粒子を含む層と、微粒子
で感度は低いものの、光量が多い
ときに感光する粒子を含む層を重
ねる構造で実現しています。これと
類似した機能分担を平面的に展開
したのが「スーパーCCDハニカムIV
SR」です。感度の高いS画素とダイ
ナミックレンジが広いR画素の信号
を最適に加算することで、ハイライト
部分が白くとばず、銀塩写真に迫る
自然な描写を可能にしました。

■銀塩フィルムに類似したスーパーCCDハニカムIV SRの構造

ハロゲン化銀粒子ネガフィルム断面図（イメージ）

低感度層

ネガフィルムの断面

青感層

緑感層
第4の感色層

赤感層

スーパーCCDハニカムIV SR（イメージ）

高感度層

R画素：小面積で感度が低い
S画素：大面積で感度が高い

F-スタンダード

F-クローム

F-B&W

■多彩な撮影機能

S画素

R画素
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富士フイルムは、フィルムカメラ事業の一
層の強化を図るべく、本年1月より、当社
の販売機能と当社連結子会社「富士写真
光機（株）」の製造機能を統合しました。
富士写真光機が製販一体化体制で国内
外のマーケティングを行うことで、今後より
魅力あるフィルムカメラの新製品の開発を
スピーディーに実現してまいります。

富士フイルムグループは市場の変化に迅速・的確に対応し、より効率化さ
れた運営体制のもとで持続的な成長をめざすため、事業強化策を推し進
めています。今回は、国内外での最近の動きをご紹介します。

富士フイルムグループ
さらなる成長に向け、
事業強化策を推進

HOTNEWS

当社は、カラー写真の現像・プリン
ト、デジタルイメージングの処理等のサ
ービスを提供する全額出資子会社「（株）
フジカラーサービス」と、現像プリント
用の印画紙・薬品・機器等の販売を事業
とする全額出資子会社「フジカラー販売
（株）」の両社を合併、本年10月1日付で新
会社「（株）フジカラーイメージングサー

ビス」としてスタートさせることを決定
しました。
今回の事業統合・再編成により、両社
の有する技術サービス力及び物流機能等
の統合・一元化を進め、グループ経営の
一層の効率化を図ると同時に、デジタル
化の進展によりますます多様化している
お客様の映像ニーズに対して、より高度
なイメージングサービスとソリューショ
ンを迅速かつ的確に提供することを目指
します。

米国の生産子会社「フジフォトフィルム
Inc.」（サウスカロライナ州グリーンウッド）
で、医療画像記録用フィルムを塗布から加
工まで一貫生産する拡張工事が完了し、
本年3月7日に竣工式を行いました。今回、
製造品目をドライ画像記録用フィルムにま
で拡大したことで、市場ニーズにより迅速

1 フィルムカメラ事業の
製販体制を一体化 2 ラボ・販売子会社の

経営を統合

3 米国サウスカロライナ
工場を拡張

APSコンパクトカメラ
「nexia Q1」

6×4.5判レンズ交換式AF一眼レフカメラ
「GX645AF プロフェッショナル」

35mmズームコンパクトカメラ
「Zoom Date 1300（日本名：
Silvi 1300）」
（「TIPAベスト35mmコンパク
トカメラ2002-2003」受賞）
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「富士ゼロックス（株）」は、オフィス向
けレーザープリンターの開発・製造・販売
事業を分社化して「富士ゼロックスプリン
ティングシステムズ（株）」を設立し、本年4
月1日より業務を開始しました。
複写機事業とビジネスモデルが異なる

オフィス向けプリンター事業を分社化し、新
会社に経営資源を集約することで、より機

当社と富士ゼロックスは、富士フイルム
グループでの物流体制の強化および効率
化を図り、物流コストの削減を狙いとして、
それぞれの物流子会社である「富士フイ
ルムロジスティックス（株）」と「富士ゼロ
ックス流通（株）」を本年4月1日付けで合
併しました。なお、合併後の存続会社は富
士フイルムロジスティックスです。

6 富士フイルム、富士ゼロックスの
グループ物流子会社を経営統合

動的でスピーディな経営を実現していきま
す。さらに、オフィス向けプリンター事業に
特化した経営システムを導入することで、
競争力強化と事業成長の加速を図り、2005
年までに2桁の世界シェアを獲得すること
を目指します。

に対応できる体制を整えました。
また、同工場では、北米印刷市場での

CTP(Computer-to-Plate)システム＊の需要
の拡大に対応し、印刷用CTPプレートの
生産工場を2004年末の完成に向け新設す
ることを決定しました。

フジフォトフィルムInc.

5 オフィス向けレーザー
プリンター事業を分社化

ご好評の小型低価格のＡ3対応レーザープリンター
「DocuPrint 360/260」

＊コンピュータ上で作成した印刷用データから、
ダイレクトに刷版を作成するシステム

4 印刷・製版機材販売会社「富士フイルム
グラフィックシステムズ（株）」設立

近年、印刷業界ではCTPシステムの急速
な普及など、デジタル化が進展し、お客様の
ニーズは一層多様化するとともに、よりスピ
ーディーな対応が求められてきています。
このように激変する市場環境において、当
社は事業運営をさらに迅速に、効率的に進
めるべく、本年4月1日に、主要販売特約店
である「プロセス資材（株）」を連結子会社
とするとともに、当社の営業部門とプロセス
資材の販売機能を一体化させ、富士フイル

ムグループの国内印刷事業を担う販売子会
社「富士フイルムグラフィックシステムズ（株）」
として新たにスタートさせました。
新会社では、新たな活動コンセプト“i-

Communication”のもとで、お客様との綿
密な相互コミュニケーションを通じて、価値
ある製品とサービス、ソリューションの提供に
努めてまいります。
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ブース中央部のデジタルカメラコーナーで
は、新開発「第4世代スーパーCCDハニカ
ム」搭載の新製品「FinePix F700」、「同
F410」をはじめ、豊富な製品ラインアップを
“タッチ・アンド・トライ”方式で展示しました。
また、来場者とモデルとのツーショット撮影も
行い、当社の「Printpix」デジタルプリントシ
ステムでその場でプリントを出力。“いつで
も、どこでも、簡単に”、高画質プリントが得ら
れることを体感していただきました｡
写真業界では、“デジカメプリント”の普

及・拡大が推進課題の一つになっています
が、当社は高性能デジタルミニラボ「フロン
ティア」シリーズを軸に、店頭受付機である

PMA 2003は、本年3月2日～5日の4日
間ラスベガスのコンベンションセンターで開催
され、世界各国から 750社（昨年比約16%
増）が出展、期間中の来場者数も約3万人
（同約18%増）と活況を呈しました｡ 
賑やかな会場の中で、当社ブースは入口

を入ってすぐという絶好の場所に位置。ブ
ース正面に設置したメインステージでは、写
真店向けの各種ソリューション提案や新製品
の紹介に加え、デジタルイメージングをリード
する当社独自の超高画質画像処理ソフトウ
ェア「Image Intelligence」に焦点を当てた
デモを行い、ハード･ソフト両面での先進性、
信頼性を来場者に強く印象づけました。

PMA2003
「富士フイルムこそ頼れる
ビジネスパートナー」
多彩な高画質ソリューションを出展
アメリカ最大の写真業界トレードショーPMA 2003

で、当社は｢Smart Solutions for Tomorrow｣のスロ

ーガンの下、お客様が“いつでも、どこでも、簡単に”、

高画質イメージを実現できる多彩な製品・サービス・ソ

リューションを提供する“信頼のビジネスパートナー”

であることをアピールしました。

「Digital Photo Center」との組み合せで、
写真店への各種ソリューション提案やサポー
トが万全であることを示しました｡

銀塩フィルムでは、粒状性に優れた新カ
ラーネガフィルム「フジカラー Superia X-

コーポレートカラーのグリーン
が映えるメインステージデモ

PMA会場の入口近くにあり、全て
の来場者の目を引いた当社ブース
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ブース各所に作例を展示、
さながらフォトギャラリー

高画質銀塩フィルムの
最高峰「フジクローム」
の新製品を展示

同時に、写真の素晴らしさ、楽しさも訴える
ことができました。
このほか、超大型「スーパーCCDハニカ
ム」を採用した、新開発「中判カメラ用デジ
タルカメラバック」を参考出品し、大伸ばし
プリントによる作例展示とともに大きな注目

TRA 400」、忠実色再現を追求したカラー
リバーサルフィルム「フジクローム Velvia
100F」、「フジクローム Astia 100F」を発表
しました。展示コーナーでは、大伸ばしプ
リントを含む多数の作例を展示することで、
新フィルムの高画質性能をアピールすると

モデルと撮影した画像を当社の「Printpix」デジタル
プリントシステムで、その場で高画質出力

デジタルカメラのコーナーでは、「第4世代
スーパーCCDハニカム」搭載機が大人気

デジタルカメラバック
の大伸ばしプリントに
大きな注目

を集めました。このデジタルカメラバック
をカメラに装着すると、有効画素数2080万
画素、最大記録画素数5408×7648（4140
万画素）という超高精細描写が可能で、デ
ジタルカメラの高画質化をリードする当社
の技術力を広く世界に示しました｡
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富士フイルムならではの先端技術を搭載した新高感度カラーネガ
フィルムシリーズ（ISO400/800/1600）です。当社従来品と比べ、光
を感じる力を30％アップさせることで、明るくキレイに写る範囲を広げ
（「SUPERIA  Venus400/800」）、感度同クラスで世界最高レベルの粒
状性＊（「SUPERIA  Venus400/1600」）を誇ります。
当社のデジタルミニラボ「フロンティア」との組み合せで、他の追随
を許さぬ高品質のプリントを実現しました。

8

新製品

高感度・高画質で“感じたままに美しく”を
実現した新カラーネガフィルム

フジカラー「SUPERIA Venus
（スペリアヴィーナス）」シリーズ

また、超高感度・微粒子の「SUPERIA  Venus1600」
を搭載し、日中はもちろん、夜景で人物も背景も美しく
撮れる「写ルンですNight & Day（ナイトアンドデイ）」を
合わせて新発売しました。
＊2003年1月現在

多くのフォトグラファーからご好評をいただいている「フジ
クローム」シリーズがますます充実しました。「Velvia 100F」
は高彩度でかつ忠実な色再現性で、商品撮影や風景等幅広い分
野の撮影に適しています。「Velvia 100」は特にネイチャーフ
ォト分野でのドラマチックな写真表現を可能にする設計にして
おり、夕焼けの茜色や草花の緑等を印象的に再現します。
「ASTIA 100F」は肌色再現を飛躍的に向上させ、世界最高の粒
状性＊と調子再現性を持ち、滑らかで自然なつながりの描写を

色を極めた新開発のカラーリバーサルフィルム
「フジクローム」シリーズ新発売

フジクローム「Velvia100F」
「Velvia100」「ASTIA100F」

実現し、ポートレート・商品
撮影に適しています。
このような撮影目的に応じ
たリバーサルフィルムのライ
ンアップは新開発の多重色補
正層技術と高彩度・高堅牢性色材技術により実現し、画像保存
性も従来品より2～3倍向上しました。
＊2003年5月当社調査
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ご好評のカードサイズ写真インスタントカメラ「チェキ」シリーズの最
新モデルで、お客さまから最もご要望の多い“小さく、軽く”の声に
お応えし、大幅な小型・軽量化を
実現しました。機能面でも、電源
ON時、フィルム排出時、フラッシ
ュ充電時など、カメラの動作状況
を光り方で把握できる「マルチイ
ルミネーション」、1回のシャッター
で2枚撮れる「2枚連写セルフタ
イマー」、背景まできれいに写せ
る「背景きれいフラッシュ」を新た
に搭載しています。

集中コピー室など大量コピーニーズに対応した毎分101枚（A4ヨ
コ）の高速デジタル複合機「DocuCentre 1015S/1015」を開発し、
発売を開始しました。
「DocuCentre 1015」は、ホチキス止め、紙折りなど後処理機能のオ
プションを強化し、作業の自動化をはかったデジタル複写機です。
「DocuCentre 1015S」は、ネットワーク上のスキャナプリンターとして
活用できるデジタル複合機で、紙文書の電子化はもちろん、新開発
のフィニッシャー（オプション）で後工程のホチキス/パンチ/中とじ製
本/各種折りを含めた高速一貫処理を実現しました。

チェキ史上 最小・最軽量モデルが誕生！

instax mini55
「チェキ☆」

ホチキス/パンチ/中とじ製本/紙折り＊

後工程を含めた高生産性を実現

富士ゼロックスDocuCentre 1015S/1015

6×4.5サイズの中判フォーマットカメラで、レンズ、ビューファインダー、
マガジンが着脱・交換可能なプロフェッショナル仕様となっています。
高速かつ高精度なオ

ートフォーカス機能をはじ
め、数々の最新テクノロジ
ーを搭載し、コマーシャル
やポートレートなど様々な
撮影分野でプロの厳しい
要求に応えます。また、ハ
イグレードな写真撮影を
望むアマチュアの使用も
期待されます。

ハッセルブラッド社と共同開発
レンズ交換式中判（645サイズ）AF一眼レフカメラ

FUJIFILM  GX645AF 
プロフェッショナル

＊オプション



富士フイルムは、FIFAと「2006年FIFA
ワールドカップTM ドイツ大会」を含む、世
界サッカーイベントのスポンサー契約を締
結しました。当社は、1982年のスペイン大
会からFIFAワールドカップTMのスポンサー
契約を継続しており、今回で7回目の更新
となります。
サッカーの競技人口は約2億4,000万人
で、世界で最も愛され、親しまれているス
ポーツです。2002年に開催された韓国・
日本共催大会の総入場者数は約270万
人、会期中のTV視聴者数は延べ約300

2006年
FIFAワールドカップTM

ドイツ大会のスポンサーに決定

億人と報告されています。2006年のドイツ
大会は、これをさらに上回る数字が期待さ
れており、当社は写真分野の公式スポン
サーとして、大会の成功と盛り上げに貢献
してまいります。

「バズ・ライトイヤーの
アストロブラスター」の
提供スポンサー契約を締結

「バズ・ライトイヤーのアストロブラスター」
は、世界中で大ヒットしたディズニー映画
「トイ・ストーリー」シリーズをテーマにしたア
トラクションで、米国ウォルト・ディズニー・

ワールドでも大人気です。
おもちゃの世界に入り込んだゲストは、バ
ズ・ライトイヤーとともに宇宙への冒険の旅
に出発し、ゲスト自身が光線銃を使って
次 と々現れる巨大ロボットなどと闘う、楽し
い参加型のアトラクションです。
富士フイルムは、今後も東京ディズニー

ランドと東京ディズニーシーのスポンサーと
して、アトラクションや商品施設を提供する
とともに、喜びと感動の瞬間を写真で残す
ことの素晴らしさをお伝えしてまいります。

TOPICS
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2004年4月に新登場する
東京ディズニーランドの
新大型アトラクション

◎富士フイルムが協賛する
その他のサッカーイベント
・FIFAワールドユース選手権
（2003年秋：アラブ首長国連邦で開催予定、2005年：オラ
ンダで開催予定）
・FIFAコンフェデレーションズカップ　
（2003年6月：フランスで開催、2005年：ドイツで開催予定）
・FIFA U-17（17歳以下）選手権
（2003年8月：フィンランドで開催、2005年：開催国未定）
・FIFA女子ワールドカップ
（2003年9月：中国で開催）

写真はアトラクションのイメージです。○c Disney/Pixar



富士フイルムは、製品における環境配
慮が品質の重要な構成要素であると考え
ています。富士フイルムグループの中期環
境方針「グリーン・ポリシー」でも高い“環境
品質”の実現を目標に掲げ、様々な施策
を進めています。2002年4月からは製品の
環境配慮項目を明確化した「環境配慮設
計基本規則」の運用を開始し、LCA＊手法
標準化を行なってきました。

＊LCA：資源採取から製造･物流･使用･廃棄・リサイクル

までの全ライフサイクルを通じての環境負荷、資源消費

負荷データを定量的に評価する方法。代表的な指標とし

て炭酸ガス（CO2）発生量などが用いられています。

1111

LCA（ライフサイクルアセスメント）
Green Report ───富士フイルムの環境保全活動

環境配慮
設計を支える

ミニラボは、お客様のもとで平均して6～
7年使用されます。このため、使用されると
きの環境負荷を下げることが大きな課題で
す。富士フイルムは、フィルムに光を照射し
て画像情報をCCD（電荷結合素子）で高
精度に読み取る際の「フィルムスキャン用光
源」に着目し、従来機種で採用していたハ
ロゲンランプを「フロンティア330」では、発
熱量や消費電力が極めて低いLED（発光
ダイオード）に変更しました。
また、印画紙を乾燥させるためのヒーター
を、待機状態から必要な温度に上げる際の
電流も制御しています。これらの省エネ効
果は全てLCAで数値化し、環境負荷低減

に大きく貢献していることを確認しています。
富士フイルムでは、この他にも「写ルンで
す」、デジタルカメラ、印刷用CTPプレート

現像処理システムなど様々な製品でLCA
による評価を行い、環境配慮設計を推進し
ています。

廃棄�商品�
企画�

お客様が�
使用�

研究・開発� 製造・販売�

環境品質�
目標設定�

環境品質評価�
商品に関連する
富士フイルムの
規則と環境への
対応をチェック�
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原料・製造・包材・
流通・使用・廃棄
のライフサイクル
ス テ ー ジ で の
CO2量、廃棄物
量、などを評価�

環境品質�
情報の提供�

リデュース�
リユース�
リサイクル�
の配慮�

リデュース�
リユース�
リサイクル�

環境品質情報
の�
収集�

3R 3R

環境配慮設計基本規則�

製品に関する環境配慮項目を明確化�

2002年4月より 富士フイルム�
 で運用を開始�
2003年4月より 全面実施�

LCA標準手法�

ライフサイクルにおける�
環境負荷を評価�
運用規則を2002年3月に発行�

富士フイルムの
環境配慮設計の流れ

■デジタルミニラボフロンティア330のLCA
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ランニング電力
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ヒートアップ電力

消費電力　単位：（kWh/月）

●ミニラボの省エネ効果



財務諸表
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1. 連結業績の表示は、経常利益が税引前利益、当期利益が当期純利益となります。
2. 当期の単独損益計算書において、従来から「販売費及び一般管理費」に含めて処理してきました販売
奨励金等の中には、最近の市場における価格競争の激化によって支出が恒常化したことに伴い、そ
の取引実態が売上割戻し又は売上値引きの性格を帯び、実質的な販売価格の一部となる傾向が顕著
になってきているものがあります。このため、当期より、営業活動に基づく損益の区分をより適切に
表示するため、これらの取引額について、販売費に計上する方法から売上高より控除する方法に変
更いたしました。この変更により、従来の方法に比べ、「売上高」は64,971百万円減少いたしますが、
「販売費及び一般管理費」も同額減少するため、「営業利益」、「経常利益」、「税引前当期利益」、「当期
利益」に与える影響はありません。
3. 当期の連結損益計算書において、当社及び一部の国内連結子会社において厚生年金基金を解散した
ことに伴う損231億円を営業費用として計上しております。また、為替変動により外貨建債権の為替
決済差額等で前期比△154億円や日本の株式市場低迷等により有価証券の評価損で前期比△94億
円などの営業外費用を計上しております。
なお、前期の連結損益計算書において、一過性の有価証券交換益90億円を営業外収益として計上して
おります。

注）



株主と株式の概況
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〒106-8620 東京都港区西麻布2丁目26番30号　
電話(03)3406-2111(大代表)

●設　　　 立 昭和9年1月20日
●資　 本　金　40,363百万円（平成15年3月31日現在）
●従 業 員 数 9,701名　
●本　　　 社 神奈川県南足柄市中沼210番地
●東 京 本 社 東京都港区西麻布二丁目26番30号
●大 阪 支 社 大阪市中央区備後町三丁目5番11号

インターネットで当社に関する情報がご覧になれます。
URL http://www.fujifilm.co.jp/

●決　 算　 期 3月31日
●定時株主総会 6月下旬
●公告掲載新聞 日本経済新聞
●名義書換代理人 UFJ信託銀行株式会社
●同事務取扱所

UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂 7-10-11
電話（03）5683-5111（代表）

照会先
株式の各種お手続き用紙のご請求は、次のUFJ信託銀行の電話
およびインターネットで24時間承っております。
受付フリーダイヤル0120-24-4479（本店証券代行部）

0120-68-4479（大阪支店証券代行部）
URL http://www.ufjtrustbank.co.jp/

●同 取 次 所

UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
野村證券株式会社　全国本・支店

●単元未満株式の買取請求および買増請求について

単元未満株式（1株から999株の株式）の買取請求（ご売却）
および買増請求（ご購入）については、上記の事務取扱所・
取次所でお取扱いたしております。ただし（株）証券保管振替機構
に株券を預託されている場合には、お取引の証券会社に
お申し出ください。

なお、当社は前期より決算公告に代えて、貸借対照表ならびに
損益計算書を当社のホームページ《http://www.fujifilm.co.jp/》
に掲載しております。

会社概要

株主メモ

｝自動応答
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